
 
平成２１年１２月３日 

 

徳島大学総合科学部地域交流プロジェクトシリーズ:  

「水道水中の鉛濃度分析相談会」を開催 

 

 

（報道概要） 

 水道に鉛管が、いまだに残っていることが徳島新聞に掲載されました。

毎日飲んでいる水道水中の鉛濃度を分析して有害元素がどの程度含まれる

か、実際に測定して今後の対応を考えてもらう企画です。 

  

科学研究費で購入した分析装置と総合科学部において開発された分析技

術（ＲＳＣの専門学術雑誌や日刊工業新聞にも掲載された）を地域の住民

の公共の福祉に直接に役立てます。 

  

ご関心のある方々も、奮ってご参加ください。 

当日、いつも飲用している水道水を、きれいに洗った 500ml ペットボト

ルに入れてご持参ください。 

 

日  時：  １２月１２日（土曜日）９時３０分～１６時 

      （分析には１件当たり５分程度かかります） 

受  付： 当日受付で事前申込は不要です。 

参 加 費： 無料 

受付場所： 総合科学部３号館 スタジオ 

 

 
 
 
 
 

総合科学部地域交流支援室（室長：宮﨑隆義）では、地域交流プロジ

ェクトシリーズとして「水道水中の鉛濃度分析相談会」を開催します。 

お問い合わせ先 

部局名 総合科学部 

責任者 地域交流支援室 室長 宮崎隆義 

担当者 宮﨑 隆義、今井 昭二 

電話番号 ０８８－６５６－７１３１（宮崎） 

０８８－６５６－７２７３（今井） 

メールアドレス：imai@ias.tokushima-u.ac.jp 


